
504 住戸改修の概要 

 
対象住⼾  ｜ NEXT21 5 階 504 住⼾(134.64 ㎡) 
 
スケジュール｜ 2025 年 4 ⽉ 解体開始予定 
        2026 年 2 ⽉ 竣⼯予定  
 
設計    ｜ 川島範久＋株式会社川島範久建築設計事務所 
 
改修テーマ ｜ 和の居住⽂化の継承・発展 

伝統的な⽇本の住まいにおいて、⾃然の⼒を活⽤する「パッシブデザイン」や、⾝の
回りの資源を循環活⽤する「サーキュラーデザイン」は当たり前に⾏われていました。
住まいに付属する蔵や納屋には資材がストックされ、⽣ごみや糞尿の堆肥化も⾏われ
ていました。また、「核家族」以外のメンバーも共に暮らすことも多く、包容⼒のあ
る住まいだったと⾔えます。このような和の居住⽂化を改修住⼾に継承することで、
⼈新世と⾔われ、地球環境危機に直⾯している現代に求められる新しいサステイナブ
ルな暮らしを実現していきます。 

 
 
        (※1)太陽の熱や光などの⾃然のエネルギーを、機械を使わずに建物に利⽤する設計⼿法のこと。 
        (※2)サーキュラーエコノミー(循環型経済)実現のため、経済活動のあらゆる段階(設計、製造、消費、

使⽤、廃棄、再資源化など)で循環系へのシフトを促しつつ、モノやエネルギーの消費を低減するこ
とで、新たな経済的価値の成⽴を⽬指すデザインの考え⽅。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



改修コンセプト| 
① パッシブデザイン 

NEXT21 は⽴体的で緑豊かな「都市環境」であり、そこには多様で快適な微気候が存
在しています。この微気候を丁寧に読み解き、環境シミュレーションを活⽤しながら、
ダイレクトゲイン(⽇射取得)／⽇射遮蔽／蓄熱／昼光利⽤／⾃然通⾵／断熱・気密と
いった⾃然の⼒を活⽤できる建築計画とし、その上でその空間特性・ライフスタイル
に合った⾼効率な設備システムを構築していきます。その際、中間領域や、建具をは
じめとする伝統的な和の居住⽂化を取り⼊れていきます。 

 
② サーキュラーデザイン 

NEXT21 は建築の⻑寿命化をねらいスケルトン・インフィル⽅式が採⽤されています  
が、本改修では「インフィル」⾃体の建材調達・施⼯〜解体・廃棄に係るエネルギーも
減らす試みをします。そのために、既存住⼾の材料を可能な限り利活⽤し、改修時の廃
棄物量を減らすと同時に、新規に導⼊する材料を減らします。新規に導⼊する材料には、
周辺地域や都市の中で⽇々発⽣する「ゴミ」や、⼤地に還せる「⾃然素材」の活⽤も試
みます。また、将来的に改修や解体が容易に⾏えたり、転⽤が可能になるような構⼯法
を採⽤することで、NEXT21 あるいは地域の住⺠も施⼯プロセスに関わり、住⺠⾃らメ
ンテナンスできるようにします。これは、愛着につながり、永く使われ続けることにも
つながるはずです。また今後、設備の⼩型化・個別化により、NEXT21 地下の機械スペ
ースの空きは増⼤していくと想定しています。このスペースを活⽤し、NEXT21 を起点
とした地域スケールの資源循環ネットワークを構築していきます。住⼾のテラスには畑
をつくり、⾬⽔タンクとコンポストボックスを設置し、堆肥化させた⽣ごみを畑の⼟壌
改良材として利⽤します。畑でとれた作物をテラスやキッチンですぐに調理し、⾷べる
ことができます。 

 
③ 多様なライフスタイルに対応可能な新たな⼀室空間の実現 

⾼齢夫婦⼆⼈／夫婦⼆⼈＋⼦ども⼆⼈／友⼈三⼈といった複数の家族像を想定し、そ
の い ず れ に も 対 応 で き る フ レ キ シ ブ ル な プ ラ ン を 検 討 し て い ま す 。 ⼀ 般 的 な
〈nLDK〉のプランでは、リビングがひとつの中⼼的な居場所として位置付けられる
ことが多いですが、本計画では、複数のリビングが連なるような多中⼼な⼀室空間と
します。複数のリビングは、それぞれ設えを変えることで、⾊々な姿勢／活動ができ、
それぞれの⼈が好きな場所で思い思いの時間を過ごせることにします。また、可動建
具により⼀室空間の繋がり⽅／分節を調整し、外から他者を招き⼊れることも可能に
しています。 
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